
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

「新たな時代を拓く～目指すべき共生社会のために～」 

 

令和元年 7月 10日（水）・11日（木） 
  

横浜ロイヤルパークホテル 
  

 

関東地区知的障害者福祉協会 

神奈川県知的障害施設団体連合会 

開 催 要 綱 

テーマ 

日 時 

会 場 

主 催 

一般用 
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第５０回 関東地区知的障害福祉関係職員研究大会 ―神奈川大会― 

開 催 要 綱 
 

１．趣 旨                                                                                

関東地区（１都８県）知的障害者福祉協会関係の施設・事業所の職員が一堂に会し、支援のあ

り方をはじめとして我々が直面する諸課題について研究・発表・意見交換し、これを実践に活か

すことにより、知的障害者の福祉の向上に寄与することを目的とする。 

 

２．大会テーマ 「新たな時代を拓く～目指すべき共生社会のために～」                        

  激動の「平成」３０年間。大規模災害・原発事故、社会保障費の激増と消費税増税、目まぐる

しく進む制度改正、人材確保・育成の課題と働き方改革、権利擁護の法整備、社会的弱者・少数

者への攻撃・差別・虐待を煽るような事件・発言、等々多くの問題が一気に顕在化し対応を迫ら

れた時代でした。 

  「平成」から「令和」の時代に入るタイミングで、本大会は節目の５０回を迎えることとなり

ました。日々揺れ動く制度改革の中で、新たな時代に向かって再度目指すべき社会のあり方を

標榜し、全ての人々が共に生きるためのヒントを、ここ神奈川の地で皆様と共有できることを

祈っております。 

 

３．主 催                                                                               

関東地区知的障害者福祉協会 ／ 神奈川県知的障害施設団体連合会（事務局） 

 

４．後 援 （予定）                                                                     

神奈川県 ／ 横浜市 ／ 川崎市 ／ 相模原市 ／ 公益財団法人 日本知的障害者福祉協会  

社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会 ／ 神奈川県民間知的障害施設協同会  

神奈川県身体障害施設協会 ／ 神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会  

    神奈川県知的障害者施設保護者会連合会 ／ 神奈川県手をつなぐ育成会  

    神奈川県自閉症協会 ／（一般社団）やまゆり知的障害児者生活サポート協会 

 

５．期 日                                                                               

    令和元年７月１０日（水）・１１日（木） 

 

６．会 場                                                                               

    横浜ロイヤルパークホテル 〒220-8173 神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-2-1-3 

                         TEL.045-221-1111  FAX.045-224-5153 

 

７．参加者                                                                               

（１）関東地区知的障害福祉関係職員、障害当事者、家族等（協会会員施設・事業所） 

（２）関係機関・団体、教育等の知的障害福祉に関心のある方 

 

８．日 程                                        

【 第一日目 ７月１０日（水）全体会・情報交換会（懇親会） 】 

   １１：３０～ 受付開始 （受付場所：宴会棟３階 大宴会場「鳳翔」ホワイエ） 
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１２：３０～ 全体会 開会式  （宴会棟３階 大宴会場「鳳翔」） 

◆主催者挨拶   関東地区知的障害者福祉協会 会長 菊 地 達 美 

神奈川県知的障害施設団体連合会 会長 出 縄 守 英 

    ◆来賓祝辞    神奈川県知事 黒 岩 祐 治 様 

（予定）    社会福祉法人  神奈川県社会福祉協議会 会長 篠 原 正 治 様 

公益財団法人  日本知的障害者福祉協会 会長 井 上  博 様 

    ◆来賓紹介 及び 主催者紹介 

    ◆次期開催県挨拶 栃木県障害施設・事業協会 会長 菊 地 達 美 

 

   １３：００～  

◆基調講演 『人間（じんかん）に居る人間（にんげん）―相互依存と自立希求―』 

            講師 最 首  悟 氏 （和光大学名誉教授） 

                ～ 14:30～14:45 休憩 ～ 

   １４：４５～  

◆記念講演 『自閉症の僕の心をはぐくんだもの』『今、子育てを振り返って』 

講師：東 田 直 樹 氏 （作家・詩人）、東 田 美 紀 氏（直樹氏の母） 

 

   １６：４５  全体会終了 

 

   １８：００～２０：００ 情報交換会 （宴会棟３階 大宴会場「鳳翔」） 

    ◆アトラクション 

湘南バリアフリーパンチロックバンド 進和学園「とびっきりレインボーズ」 ＆ 

秦野精華園ダンスチーム「Ｓ☺ｇｉｒｌｓ」のコラボレーションステージ！ 

 

  【 第二日目 ７月１１日（木）分科会 】 

    ０８：３０～ 受付開始 （７つの各分科会会場へお越し願います） 

    ０９：００～ 分科会 

第１分科会 法人・施設運営部会    第２分科会 児童発達支援部会 

第３分科会 障害者支援施設部会    第４分科会 日中活動支援部会 

第５分科会 生産活動・就労支援部会  第６分科会 地域支援部会 

第７分科会 相談支援部会 

    １２：００  分科会会場ごとに閉会 

 

９．参加申込み及び大会に関するお問い合わせ                               

    神奈川県知的障害施設団体連合会 事務局 

      〒221-0844 神奈川県横浜市神奈川区沢渡 ４－２ 神奈川県社会福祉会館内 

      ＴＥＬ．０４５－３１６－５６１０  ＦＡＸ．０４５－３２４－０４２６ 

           Ｅ－ｍａｉｌ： ｉｎｆｏ＠ｋａｎａｇａｗａ－ｉｄ.ｏｒｇ 

           ＵＲＬ ： ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋａｎａｇａｗａ－ｉｄ．ｏｒｇ／ 

 

10．申込み後の手続き対応                             

    東武トップツアーズ㈱ 東京国際事業部 

      〒160-0023 東京都新宿区西新宿 ７－５－２５ 西新宿プライムスクエア１６階 

         ＴＥＬ.０３－５３４８－３８９７   ＦＡＸ.０３－５３４８－３７９９ 



４ 

 

第 50回 関東地区知的障害福祉関係職員研究大会―神奈川大会―【 分科会概要 】 

【第１分科会】 法人・施設運営部会 

テーマ 「障害福祉における人材確保・定着・育成について考える」「中央情勢報告」 

趣旨 

内容 

【趣旨】 少子高齢化の時代を迎え、社会が労働力不足に見舞われる中、福祉現場の

人材確保・定着・育成の問題は益々厳しさを増しています。マンパワーの確保と質

は直接事業運営に影響します。高齢福祉では外国人労働者を積極的に雇用してお

り、障害福祉でも新たな取組を迫られています。このたび社会福祉法人県央福祉会

の先進的な取組みを参考に、今後の展開を模索していきます。 

中央情勢からは、現在、次期障害福祉サービス報酬改定に向けて検討チームで議

論されている課題や現制度の検証、利用者の高齢化・重度化、GH・地域生活のあり

方、入所施設の機能、就労支援の報酬の仕組み、虐待防止、権利擁護、職員の処遇

改善、働き方改革等、山積する問題について議論していきたいと思います。 

【内容】 

○講演 9:10～10:50 「人材確保・定着・育成に向けた県央福祉会の取組み」 

     講師 : 社会福祉法人県央福祉会 理事長 佐瀬 睦夫氏 

○講演 11:00～12:00 『中央情勢報告』 

講師：(公財)日本知的障害者福祉協会 政策委員会委員長 河原 雄一氏 

                       (社会福祉法人星谷会 施設長) 

 

【第２分科会】 児童発達支援部会 

テーマ 「地域で生きる」を支え合う児童発達支援 

趣旨 

内容 

【趣旨】 障害がある子どもも「地域社会において参加し、包容される」ことを目指

して、様々な支援が展開されています。その内容は、施設・事業者が障害児に対し

て直接行う支援に留まらず、家族支援や地域支援、学校やその他関係機関との連携

など、施設等の専門的な機能を活かした「外への支援」を組み合わせたものです。

こうした営みは、個々の子どもが生活する環境（在宅・施設）や事情の違いに応じ

て通所支援・入所支援に加えて行われています。 

そこで、この分科会では、ライフステージに応じた支援の実践報告を共有しなが

ら、乳幼児期から成人期へ移行するまでの障害児支援のあり方について皆さんと考

える機会にしたいと考えています。 

【内容】 

〇講演 9:00～10:00 「ライフステージに応じた障害児支援のあり方について」 

講師 全国手をつなぐ育成会連合会 政策センター委員 

「手をつなぐ」編集委員（社）日本発達障害連盟 JL NEWS編集長 

 内閣府障害者差別解消法アドバイザー 

 又村 あおい氏 

 〇実践報告 10:00～11:30 

１．「通所事業所における家族支援、地域支援、機関連携などの取組み」 

      報告者：社会福祉法人大和しらかし会 松風園  

大和市障害福祉センター 松風園 

第 1松風園 園長 向山 眞知子氏 

２．「入所施設における家族支援の取組み 

～我が子を入所施設に預ける親には二重の悲しみがある～」 

      報告者：公益財団法人鉄道弘済会 総合福祉センター 弘済学園 

          園長 高橋 潔氏 

３．「成人期への移行支援～児童施設から移行者を受け入れているＧＨ等か

ら」          

報告者：社会福祉法人白根学園 自立サポートセンター歩 

    支援主任 久保 瑞紀氏 

 〇助言・協議 11:30～12:00 
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【第３分科会】 障害者支援施設部会 

テーマ 利用者と共に歩み続ける～障害者支援施設のこれから～ 

趣旨 

内容 

【趣旨】 津久井やまゆり園における痛ましい惨事から３年が経過します。当初神奈

川県が設置した検証委員会委員長を務められた石渡先生をお招きし、この事件を通

して改めて今後目指すべき我々の理念や進むべき方向性を考えていきます。一方、

平成 30年 4月より新たな報酬改定が実施されました。併せて次期報酬改定に向けた

13項目の検討課題が示されています。今回、日本知的障害者福祉協会政策委員会副

委員長の白石孝之氏より、最近の障害福祉の情勢を踏まえ障害者支援施設における

今後の課題を整理していただき、理念と制度理解をあわせ、新たな時代を拓く視点

を考えていきたいと思います。 

【内容】 

 〇講演 9:05～10:35「利用者と共に歩み続ける」 

～津久井やまゆり園事件から考える障害者支援施設のこれから～ 

講師 東洋英和女学院大学 教授  石渡 和実氏 

 〇中央情勢報告 10:45～12:00「障害福祉の情勢から見るこれからの障害者支援施

設の役割を考える」～地域の拠点施設として～ 

 講師 日本知的障害者福祉協会政策委員会副委員長 白石 孝之氏 

                （社会福祉法人彩明会 理事長） 

 

【第４分科会】 日中活動支援部会 

テーマ 日中活動支援事業の事業目的は何! 

趣旨 

内容 

【趣旨】 平成 18年に現在の福祉サービス事業「生活介護」の事業名になってから 13

年目になります。その「生活介護」を利用している方の多くが重度障害者や多くの

支援を必要とする方々です。そして、現在更に高齢化が進みつつあり、その支援の

中身や「質」が、次期報酬改定に置いても大きなテーマになっています。 

そこで、今回の分科会では日中活動支援の「質」を考えるとともに、部会で今ま

で主張してきた「社会参加・自己実現・意思決定支援や自己選択」といった、支援

の「質」を考える上で重要なキーワードを取り上げながら、参加者と一緒に考え、

明日の現場実践に活かしていきましょう。 

【内容】 

 〇講演 9:10～10:10「障害福祉における日中活動支援とは」 

講師：埼玉県立大学 副学長 朝日雅也 氏 

 〇実践報告 10:20～12:00  テーマ「社会参加を中心とした支援の留意点」 

                           ～本人中心支援と意思決定支援との関係～ 

報告①「自閉症・発達障害を有する方の社会参加について」 

社会福祉法人千葉市手をつなぐ育成会 でい・さくさべ 

  施設長 濵本 典子氏 

報告②「重度重複障害者の社会参加について」 

社会福祉法人横浜共生会 こそあど ぐるん  

所 長 小川 恵美氏 

報告③「高齢知的障害者の社会参加について」 

社会福祉法人渡良瀬会 水車  管理者 柏瀬 旬 氏 
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【第５分科会】 生産活動・就労支援部会 

テーマ 今一度、農福連携を考える 

趣旨 

内容 

【趣旨】 近年、福祉分野と農業分野が連携した｢農福連携｣取組みが盛んになり政府が

定めた｢ニッポン一億総活躍プラン｣(平成 28年 6月 閣議決定)や｢障害者基本計画

(第 4次)｣(平成 30年 3月 閣議決定)｢経済財政運営と改革の基本方針 2018｣(平成 30

年 6月 閣議決定)でも農福連携による障害者等の農業分野における就農・就労の促

進が位置づけられています。 

そこで、行政からの農福連携の取組みと日本農福連携協会からのどうしたら農福の

連携がうまくいくのかなどのご講演を頂き、障がいを持った人の働く支援に結び付け

ていくことを目的とします。 

【内容】 

〇講演  9:00～10:00「農林水産省における農福連携施策」 

講師：農林水産省 農村振興局 都市農村交流課 

課長補佐（高齢者対策班） 富所 康広氏 

〇講演 10:10～12:00「農福は障がい者が活躍する共生社会」 

講師：日本農福連携協会 代表理事 榊原 典俊氏 

(社会福祉法人青葉仁会 理事長) 

 

【第６分科会】 地域支援部会 

テーマ 私の望む暮らし 

趣旨 

内容 

【趣旨】 「私の望む暮らし」について、実践報告を中心に考えることを目的といたし

ます。望む暮らしを実現するにあたっての、入居者さんの苦労とは？ そして支える

職員の苦難とは？ 入居者さんと地域を結びつける方法等々を、実践を通じて考えま

す。 

また、共同生活援助の形態も様々になってくるなかで、サテライト型住居の役割の

確認であったり、新しい形態である日中サービス支援型共同生活援助についても、報

告を通じて学びあえる機会となればと思います。 

【内容】 

〇実践報告①「地域生活を支える関係づくり～Ａさんのケース～」 

     社会福祉法人光友会 藤沢サンライズ 所長 村井 良行氏 

〇実践報告②「本人が望むＧＨでの暮らし」 

     社会福祉法人光風会 地域事業室 光風ホーム 矢久保 太氏 

〇実践報告③「私の望む暮らし～市営住宅のグループホームに暮らして～」 

     社会福祉法人みのり会 グループホーム第２高山こばとの家 

     サービス管理責任者 厚地 友子氏  入居者 末永 典和氏 

〇実践報告④「親からの自立と入所施設からグループホームへの移行支援の取り組

み」 

    社会福祉法人県央福祉会 パステルファームワーキングセンター 

    日中サービス支援型グループホーム カモミール横山台 

    パステルファーム 前所長 岸 茂子氏 

    カモミール横山台 所長  佐藤 陽子氏 
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【第７分科会】 相談支援部会 

テーマ 相談支援の現場から、実践事例をとおして意思決定支援を理解する。 

趣旨 

内容 

【趣旨】 意思決定支援の必要性については誰もが大事だと言われていますが、実践で

行われている相談支援専門員やサービス管理責任者等における意思決定支援の具体的

な方法については、説明されることは少ないのが現状です。それぞれの役割を踏ま

え、事例を通して支援の中で意思決定支援がどのように行われているのかを理解する

ことを目的とします。 

【内容】 

〇基調講演  9:05～ 9:35 

「相談支援部会～中央情勢報告～」「相談支援事業の今後の展開について」 

     日本知的障害者福祉協会 相談支援部会 副部会長 

       社会福祉法人唐池学園貴志園 施設長 冨岡 貴生氏 

〇実践報告①神奈川県  9:35～10:15 

「津久井やまゆり園再生基本構想に係る意思決定支援の取り組みについて 

            ～全体の流れと相談支援専門員としての思い～」 

     社会福祉法人かながわ共同会 津久井やまゆり園芹が谷園舎 

意思決定支援担当課長 

押田 誠一郎氏 

寸沢嵐地区日中活動支援センターライフ 

                   相談支援専門員 須藤 祐一氏 

〇実践報告②千葉県   10:30～11:10 

「パーソナルサポーターの活動について」 

     社会福祉法人千葉市手をつなぐ育成会 地域生活支援センターふらる 

                       センター長 佐藤 滋洋氏 

〇実践報告③埼玉県   11:10～11:50 

 「みんなで作る豊かな暮らし～暮らしの場 準備会について～」 

     社会福祉法人みぬま福祉会 相談児（者）相談支援事業 

     さいたま市大宮区障害者生活支援センターみぬま 

                地域支援部総合施設長 山路 久彦氏 

〇質疑応答、意見交換等 
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第５０回関東地区知的障害福祉関係職員研究大会 

―神奈川大会― 

≪参加・情報交換会・宿泊等のご案内（一般参加用）≫ 

 
■ 参加のご案内 

 
大会開催日：    2019年 7月 10日（水）～11日（木） 

大 会 会場 ：   横浜ロイヤルパークホテルホテル 

〒220-8173  神奈川県横浜市西区みなとみらい 2－2-1-3 

みなとみらい線「みなとみらい駅」より徒歩約３分 

JR「桜木町駅」より徒歩５分 

大会参加費：  一般参加者  全体会参加費 ８，０００ 円、分科会参加費 ８，０００ 円 

※全体会のみ、分科会のみの参加も可能です。（資料代を含みます。宿泊費・情報交換会費は別途） 

※7月４日（木）以降にお取消の場合、参加費のご返金はいたしません。当日の資料を後日送付させて 

いただきますので予めご了承下さい。 

※大会参加費は大会本部からの依頼に基づき、東武トップツアーズ㈱が代行収受するものです。 

旅行契約には該当しません。 

 

■ 情報交換会のご案内 

 
日 時：   2019年 7月 10日（水）１８：00～ 

会 場：   横浜ロイヤルパークホテル３階「鳳翔の間」 

参 加 費 ：   お 1人様  １０，０００円 

 

■ お申し込み先 
 
  下記まで、参加申込書に必要事項ご記入の上、ファックス又はメール添付にて送付願います。 

 

神奈川県知的障害施設団体連合会 事務局 

      〒221-0844 神奈川県横浜市神奈川区沢渡 ４－２ 神奈川県社会福祉会館内 

      ＴＥＬ．０４５－３１６－５６１０  ＦＡＸ．０４５－３２４－０４２６ 

           Ｅ－ｍａｉｌ： ｉｎｆｏ＠ｋａｎａｇａｗａ－ｉｄ.ｏｒｇ 

※お申し込み後の手続きの対応は、東武トップツアーズ株式会社が行います。 

 

■ お申込からご精算までのスケジュール 

 
 申込締切日          ２０１９年 ６月１４日（金）   

 

 請求書・参加券等送付予定日  ２０１９年 ６月２５日（火）頃  
 

 お支払い期限         ２０１９年 ７月 ５日（金）   
 

※返金がある場合は、大会終了後 1ケ月を目途に返金いたします。 

※お客様から入金がない場合は、旅行契約は締結していません。 
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■ 本大会の宿泊は東武トップツアーズ㈱の募集型企画旅行です。 
宿泊設定日： ２０１９年 ７月９日（火）・前泊、 ７月１０日（水） ２泊 

宿 泊 条 件： １泊朝食付（税金・サービス料込み） 

ツインルームは 2名様 1室利用時の１名様あたりの宿泊代金となります。 

最少催行人員： １名  添乗員は同行しません。 

 

会場ホテル（横浜ロイヤルパークホテル）の他、アクセスの良いホテルをご用意いたしました。 

別紙旅行条件書をご確認の上、申込書の宿泊欄に、申込記号をご記入下さい。 

※横浜ロイヤルパークホテルのシングルは、ツインルームのシングルユースとなります。 

※ホテル満室の場合は、別途他のホテルをご案内させていただく場合があります。（手配旅行契約） 

※禁煙・喫煙のご希望に添えない場合がございますので、あらかじめご了承下さい。 

 

■ 宿泊施設  ※お一人様１泊当り 朝食・税・サービス料込み 

宿泊施設名 
申込 
番号 

部屋 
タイプ 

旅行代
金 

アクセス ・住所 

① 
横浜ロイヤルパークホテル 

≪大会会場ホテル≫ 

ＡＳ シングル 
23,800

円 ・みなとみらい線「みなとみらい駅」より
徒歩３分 
・JR[桜木町駅」より徒歩 5分 

ＡＴ ツイン 
14,600

円 

② 横浜桜木町ワシントンホテル 

ＢＳ シングル 
12,800

円 
・JR「桜木町駅」より徒歩１分 

ＢＴ ツイン 
10,800

円 

③ 
ニューオータニイン 

横浜プレミアム 

ＣＳ シングル 
16,200

円 
・JR「桜木町駅」より徒歩１分 

ＣＴ ツイン 
10,500

円 

④ ホテルＪＡＬシティ関内横浜 

ＤＳ シングル 
12,000

円 ・みなとみらい線「日本大通駅」より 
徒歩２分 

ＤＴ ツイン 
9,800

円 

⑤ 横浜伊勢佐木町ワシントンホテル ＥＳ シングル 
11,300

円 

・地下鉄 「伊勢佐木長者町駅」より 
徒歩１分 
・JR「関内駅」南口より徒歩 5分 

⑥ 
ホテルウイング 

インターナショナル横浜関内 
ＦＳ シングル 

9,500

円 
・JR「関内駅」南口より徒歩 

⑦ 横浜平和プラザホテル ＧＳ シングル 
8,500

円 
・地下鉄 「馬車道駅」より徒歩１分 

⑧ ホテルルートイン横浜馬車道 ＨＳ シングル 
8,900

円 
・地下鉄 「馬車道駅」より徒歩 2分 
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■ 変更・取消について 
参加（参加者の変更を含む）・宿泊・情報交換会の変更および取消は、申込書またはそのコピーの備考欄に 

その旨をご記入のうえ、必ず FAX（03-5348-3799）にてご連絡をお願いします。 

インターネット申込のお客様は、インターネットより変更・取消しの手続きをお願いします。 

お申込後、お客様の都合による取消しの場合は、下記の取消料がかかりますので、予めご了承願います。 

 

取消日 旅行開始日の前日から起算して 
前 日 当 日 旅行開始後 

・無連絡 14日前～8日前 7日前～2日前 
宿泊 ２０％ ３０％ ４０％ ５０％ １００％ 

情報交換会 無料 ５０％ １００％ 
※宿泊の取消料は利用開始日の前日から起算して、一泊ごとに適用いたします。ご宿泊当日１２時までに当事業部又はホテ

ルに取消の連絡がない場合は無連絡不参加として１００％の取消料を申し受けます。 

※変更・取消に関しては弊社が確認できた時点が対象日となります。休業日・営業時間外での受信・受領は翌営業日が変更・ 

取消の対象日となりますので予めご了承ください。（平日 9:30～18:30  土曜日・日曜日・祝祭日は休業） 

※変更・取消により、ご入金額との差額が生じた場合は、大会終了後にご指定の銀行口座へ 1か月以内を目途にお振込み 

いたします。 

■ ご案内 
●募集型企画旅行契約 

本大会の「宿泊」は、東武トップツアーズ㈱が旅行企画・実施するものであり、お申込みいただくお客様は、当社 

と募集型企画旅行契約を締結することになります。 

本大会にかかわる宿泊の旅行条件は、2019年 4月 1日を基準としています。 

「情報交換会」につきましては、神奈川県知的障害施設団体連合会の主催となります。 

●参加費・情報交換会につきましては、旅行契約に該当しません。また、各費用につきましては大会本部からの 

依頼に基づき、東武トップツアーズ㈱が代行収受させていただきます。 

●個人情報の取扱いについて（重要） 

東武トップツアーズ㈱は、お申込みの際にご提出いただいた個人情報について、お客様との連絡及び宿泊機関・ 

保険会社等の提供するサービスの手配および受領のための手続きに利用させていただくほか、必要な範囲内で 

当該機関、大会主催者に提供いたします。それ以外の目的では利用いたしません。 

※上記のほか、当社の個人情報の取扱いに関する方針につきましては当社のホームページでご確認ください。 

 

■申込書送付先（ファックス又はメール添付でお願いします） 

神奈川県知的障害施設団体連合会 事務局 

      〒221-0844 神奈川県横浜市神奈川区沢渡 ４－２ 神奈川県社会福祉会館内 

      ＴＥＬ．０４５－３１６－５６１０  ＦＡＸ．０４５－３２４－０４２６ 

           Ｅ－ｍａｉｌ： ｉｎｆｏ＠ｋａｎａｇａｗａ－ｉｄ.ｏｒｇ 

【申込後の諸手続き】 
東武トップツアーズ株式会社 東京国際事業部   担当：田中・川見 

〒160-0023 東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 16階 

TＥＬ 03-5348-3897  FＡＸ 03-5348-3799   受付時間：平日 9：30～18：30 （土日祝日は休業） 

観光庁長官登録旅行業第 38号（一社）日本旅行業協会正会員・ボンド保証会員 

総合旅行業務取扱管理者/山本 正幸 

［承認番号(当研修整理番号：客国（19-173)]  
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